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像分割(Image Segmentation) の新しい手法を 2 章で述べる。
3 章では，分割された領域から， 3 次元世界に強い拘束を持つ斜め対称を検出する手法について述べ














5 章では本研究の実験結果に対する検討及び今後の課題を， 6 章では結論を述べる。
論文の審査結果の要旨
視覚センサの網膜に投影された 2 次元の画像から，もとの 3 次元物体の形状を指命するのは，コンビュ
ータビジョンの基本課題がある。
投影プロセスが直交射影の時， 3 次元空間内の対称な図形は画像的では斜め対称のパターンとなる。
逆に画像内の斜め対称のパターンを対称のパターンが投影されたものと推論することにより， 3 次元物
体形状を推論する過程の条件が得られる。この考えは理論的には提案されていたが，画像内の斜め対称
パターンを検出する方法が確立してないため，実用化はされてなかった。
本研究は，テレビカメラで撮像した実画面を対象にして，斜め対称パターンの検出法とそれをロボッ
トの視覚に応用する方式を開発した。まず，入力画像内で領域を信頼性高く検出するために，図形の中
心度という尺度を導入し，それを利用することによりエッジ画像から閉じた境界を抽出することに成功
し fこ O
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次に閉じた境界を多角形近似し，その各線分の組を斜め対称パターンとしてそのパターンとしてその
パラメータをハフ空間に投票する。斜め対称パターンは，ハフ空間内のピークとして検出される。投票
の過程を 2 段に分割し，粗から密のパラメータ決定をするプロセスを採用することにより，安定に斜め
対称が研修できるO 本手法は，大局的特徴を捉えているので，一部が他の物体で隠されて見えない斜
め対称パターンでも検出できる長所を持つO
本手法の応用として，複雑の対称物体モデルの中から視野に存在するものを効率良く選択するモデル
照合問題を研究した。斜め対称軸の発見により，モデルの選択と位置パラメータの決定が簡明に行なえ
ることを実験により示し ロボットの自への応用の可能性を実証した。
以上のように，斜め対称パターンの発見法を確立し，その応用性を示したことにより，学位論文とし
て価値のあるものと認める。
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